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１．策定にあたって 
 

（１） 策定の趣旨 

平成１９年３月に改定した現行の長期構想に基づき、 

① 県民の４０年来の悲願であった北陸新幹線については、平成２７年３月 

１４日に金沢開業を迎えるとともに、敦賀延伸についても着工に至り、 

② 道路・港湾・空港といった陸・海・空の交流基盤の整備や利活用に加え、 

③ 本県の伝統文化の象徴ともいえる金沢城公園の復元整備や県庁跡地の整

備、 

④ 経済・雇用対策、防災・減災対策の強化、医療・福祉の充実、里山里海の

利用保全など、 

基本目標である「個性、交流、安心のふるさとづくり」の具現化に向けた取り組

みを着実に進めてきました。 

 

平成２７年度末に現行の長期構想の目標年次を迎える中で、 

① 「地球時代」「成熟時代」「地方創造時代」といった時代認識を、引き続き、

大事にしながら、 

② 基本目標や目指すべき将来像については、長期的な視野に立ち、県政の継

続性・一貫性を重要視しつつ、 

本県を取り巻く環境の変化を踏まえた新たな長期構想を策定します。 

 

 

 

（２） 基本姿勢  

北陸新幹線敦賀開業や２０２０年の東京オリンピック・パラリンピック競技大

会の開催といった新たな対応が必要となる情勢変化を迎える一方で、基本的な課

題には継続的な対応が求められ、人口減少など深刻な課題もいよいよ顕在化して

きています。 

また、社会資本の更新投資・維持管理費や社会保障費の増大等により、今後、

厳しくなることが想定される財政事情の下で、引き続き、県民の負託に応えてい

く必要があります。 

これらの状況を勘案し、施策の重点化に十分に意を用いつつ、諸課題を踏まえ

た今後１０年間の明確なビジョンを描き、これを実現するための施策を着実に展

開していきます。 

 

 

（３） 計画期間 

平成２８年度（２０１６年度）を初年度とし、平成３７年度（２０２５年度）

を目標年次とする１０年間の計画とします。 



２ 

 

 
２．時代認識 

「地球時代」「成熟時代」「地方創造時代」といった従来からの時代認識（枠組み）を継続し、その基礎となる社会情勢について、状況変化を踏まえ、見直しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地球時代 

成熟時代 

地方創造時代 

《 H18 当時の時代認識 》 

１ 地球環境問題の深刻化、顕在化 

２ 社会・経済活動のボーダレス化 

３ 広域的な交通ネットワークの整備 

４ ＩＴ社会の実現 

《 ９年間の主な状況変化 》 

○長期的な地球温暖化の進行、越境汚染の顕在化 

○不況から景気回復へ転換 

○中国、東南アジア等の新興国市場の拡大 

○外国人観光客の増加 

○陸・海・空の交流基盤の整備 

○情報通信技術の急速な進化 

《 現在の時代認識 》 

地球時代 

成熟時代 

地方創生時代 

１ 地球環境問題の深刻化、顕在化 

２ 社会・経済活動のボーダレス化、 

国際化の進展 

３ 広域的な交通ネットワークの整備・活用 

４ 情報通信技術の急速な進化 

１ 人口減少を克服し、東京一極集中から 

  脱却する社会構造の構築 

２ 多様な価値観を持つ個人が共存・参画 

する社会の到来 

３ 大規模災害やインフラ老朽化の対応 

１ 地方創生の幕開け 

２ 文化の継承・発展 

３ 多様な主体による連携と協働 

４ 持続可能な財政基盤の確立 

県外・国外を視野に入れたさらなる発信・展開  人口減少対策の重要性  安全・安心のさらなる希求 ⇒ 新たな長期構想策定のポイント  

○日本の人口が減少局面 

○女性就業の促進 

○大規模災害の多発 

○インフラ老朽化の顕在化 

○地方創生に向けた動きが活発化 

○北陸新幹線金沢開業(H27.3)、敦賀延伸工事着工(H24.6)、 

本県への注目の高まり 

○2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の 

開催決定(H25.9)、スポーツへの関心の高まり 

○文化の概念が拡大 

○ＮＰＯ法人の増加、公益法人改革 

○財政運営の改善 

１ 人口減少時代の到来 

２ 多様な働き方・社会参画が実現する 

社会の到来 

３ 多様な価値観を持つ個人が共存する 

社会の到来 

１ 自己決定・自己責任による自律した 

地域経営 

２ 持続可能な財政基盤の構築 

３ 文化の磁力の向上 

（ソフト・パワーの充実） 

４ 多様な主体による連携と協働 

５ 人口減少に対応した地域産業政策の展開 



３ 

２ 個性と魅力にあふれる文化と学術の地域づくり 

１ 魅力が輝き交流が盛んな地域づくり 

５ 成長する農林水産業と農山漁村づくり 

４ 地域の強みを活かし成長する産業づくり 

６ 安全・安心と豊かな里山里海に包まれる環境づくり 

７ 少子高齢化を見据えた希望と安心の社会づくり 

３ 人を惹きつける生涯居住の地域づくり 

（１） 北陸新幹線の早期全線整備と開業効果の持続･発展 

（２） さらなる誘客促進と石川ファンの拡大 

（３） 東京オリンピック・パラリンピックとその後を見据えた海外誘客 

（４） 人･ものの広域な交流のための基盤整備と活用 

（１） 個性と魅力にあふれる文化の創造と発展 

（２） 高等教育機関の集積を活かした｢学都石川｣の魅力向上 

（３） 国際交流の拡大とグローバル化に対応した多文化共生の促進 

（１） 学生のＵターンや県内就職の促進 

（２） 県外からの移住・定住の促進 

（３） にぎわいのあるまちづくり 

（１） 新製品開発・販路開拓による新規需要の創出 

（２） 国際展開の拡大、重要港湾の利活用促進 

（３） 次世代産業の創造 

（４） 地域の強みの活用 

（５） 戦略的な企業誘致の推進 

（６） 地場産業の経営安定化､基盤強化の推進  

（７） 産業人材の総合的育成・確保 

（８） 地域に貢献する産業活動の促進 

（１） 次世代に向けた他産業との連携による農林水産業の収益性の向上 

（２） ニーズの変化に対応した生産・販路の拡大と海外展開 

（３） 地域の農業を担う多様な担い手の活躍の支援 

（４） 森林資源の利活用と林業の活性化 

（５） 漁業の振興と水産物の安定供給 

（６） 地域の強みを活かした里山里海の振興 

（１） 官民一体となった災害に強い県土づくり 

（２） 身近な安全・安心が確保された社会づくり 

（３） 必要な医療がしっかりと提供される地域社会づくり 

（４） 循環を基調とした持続可能な社会づくり 

（５） 自然と人とが共生できる社会づくり 

（１） ライフステージに応じたきめ細かな少子化対策の充実 

（２） 団塊の世代が後期高齢者となる 2025 年に向けた高齢者対策の強化 

（３） 元気で自立して暮らすための健康づくり   

（１） ふるさとを支える絆の地域づくり 

（２） 安心して暮らせる福祉社会づくり 

（３） 障害者と共生する社会の構築に向けた取組み 

（４） お互いの人権の尊重と男女共同参画社会形成の推進 

（１） これからの社会を生き抜く心身ともにタフな人づくり 

（２） 建学の精神を尊重した私学の振興 

（３） 家庭や地域の教育力の向上と青少年の健全育成 

（４） 生涯にわたり学び続ける環境づくり 

（５） ライフステージに応じたスポーツ活動の充実 

３．施策体系 
 

Ⅱ 成長を実感でき 

働く人が輝く 

「いしかわ」 

Ⅲ 安全・安心と 

やすらぎを 

感じる 

「いしかわ」 

 基本目標    目指すべき将来像            重点戦略                            施策  

個
性
、
交
流
、
安
心
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り 

Ⅰ 魅力を磨き 

人・ものを 

惹きつける 

「いしかわ」 

９ 未来を拓く心豊かな人づくり 

８ みんなで支えるやすらぎと絆の社会づくり 


